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90年代以降，「トランスナショ

ナル（trans-nation-al）」という用語

が，さまざまな研究分野でバズワ

ードとなっている。アンソニー・

ギデンズが指摘するように，グロ

ーバリゼーションは在来型の国民

国家の縛りを緩める一方で，地域

的ナショナリズムの台頭を誘う。

そのため，「ネイション（nation）」

という共同体の行方に対する関心

が高まったといえるだろう。しか

し，これまで多くの思想がそうで

あったように，「トランスナショナ

リズム」論は一過性の流行にすぎ

ないという声もしばしば聞かれる。

思想潮流に関して言えば，その

可能性は否めない。しかし，われ

われは日常生活の中で，人，資本，

イデオロギー，技術，あるいはメ

ディアが国境を越えて流入してい

ることを実感している。今後この

傾向が衰える可能性は低いだろう。

本特集は，このような社会状況の

中，メディア・コミュニケーショ

ン研究で重要視されてきた２つの

問いに取り組むことを目的とする。

まず，国境を越える人々は，メ

ディアやパーソナル・コミュニケ

ーションを通して，日本人として

のアイデンティティや，西洋とい

う「他者」への認識を，どのように

形成・再形成しているのだろうか。

藤田論文は，今日多数の若者が欧

米都市に移住している現象の分析

を試みる。そして，テレビ番組や

映画を通して構築される外国イメ

ージが，若者の移住動機形成を促

すことを明らかにする。近藤論文

は，ロンドン駐在家庭の子供たち

が日本発「グローバルメディア」

を受容しつつ，「日本人」アイデン

ティティを発達させていく様子を

報告する。望月論文は，「異文化間

コミュニケーション」の批判的考

察を行う。米国の日本人学校にお

いて高校生たちが位置取りのポリ

ティクスを繰り広げながら，「日本

人化」していく過程を分析する。

つぎに，国境を越えるローカル

なメディアや大衆文化は，どのよ

うにグローバル化していくのだろ

うか。岩本論文は，敗戦直後，新

聞掲載されたアメリカ漫画『ブロ

ンディ』の受容を取り上げ，日本

で「夫の家事労働」が日常生活実

践に取り込まれなかった理由を考

察する。大山論文は，広告や化粧

品ブランドを例に，「日本ブランド」

の自明性が失われつつある現状を

分析する。上記のうち４本は英米

の大学に提出された（る）博士論文

を発展させたものであり，いずれ

も現地での調査に基づいている。

以上のように，本特集は色々な

意味で「トランスナショナル時代」

を反映している。思想潮流におい

てこのことばがいつか色褪せると

しても，本特集が今日の社会状況

を鮮明に描き出し，上記の問題の

理解の一助となれば幸いである。
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